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野木町社会福祉協議会では、町内の小・中学校７校を「学童・生徒のボラ
ンティア活動普及事業」協力校に指定し、各校の福祉教育担当の先生方と社
会福祉協議会、また、日頃より福祉教育に携わっているボランティアの方々
を交えて年３回連絡会議を開催しています。連絡会議では、各校における福
祉教育の計画や社会福祉協議会が行う福祉教育事業、地域福祉新聞の記事・
校正など意見交換を行っています。
ここでは、平成28年度に行われた各校の事業や、児童・生徒の感想文を

紹介するとともに、福祉教育に協力していただいているボランティアの方々、
社会福祉協議会で開催した講座の様子を掲載いたしました。地域福祉新聞を
きっかけに、身近な方々と福祉について話し合ってみてください。
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　　　　　　あら い　　もみじ

４年　荒井　椛
アイマスク体験をして、目の見え
ないことはこんなに大変なんだな、
と思いました。目をつぶって階段を
下りるだけでもこわいのに、目が見
えない人はいつもそのような状態で
生活しなければならないからです。
これからは、目が不自由な方を見か
けたら、やさしくできる人になりた
いです。

　　　　　　おおしま　　 ゆ り な

４年　大島　悠莉奈
私が一番大変だと思ったのは、アイ
マスク体験です。友達が私と手をつな
いで、どこが段差でどこがドアかを教
えてくれたので歩けました。もし教え
てくれる人がいなかったら私はこわく
て歩けませんでした。アイマスク体験
をして目の見えない人の気持ちがわか
りました。この体験を生かして、目の見
えない人に会ったら声をかけたいです。

　　　　　　つかはら　　ふう と

４年　塚原　楓人
ぼくは、車いすは楽だろうと思っ
ていました。だけど、車いすに乗っ
て段差のあるマットレスや下り坂に
行ってみると、マットレスはなかな
かこえられず、下り坂は下るのがこ
わく、ひやひやしました。車いすに
乗っていどうするのは、とても大変
だということが分かりました。

　　　　　　 い おか　　まさ と

４年　井岡　優斗
車いすは、平らな地面では一人で進
めるけれど、上り坂や下り坂、段差で
は、おしてくれる人がいないと進めま
せんでした。だからおす人は、上り坂
や下り坂では気を引きしめて、しんち
ょうにおさなければならないのです。
この体験で、車いすを使用する方の大
変さと、手助けする人の大変さが分か
りました。

　　　　　　 み うら　　ゆう

４年　三浦　由
目が見えにくくなったり、
体が重くなったり、こしが
曲がったりする体験をしま
した。そのじょうたいで、
豆をちがうお皿にうつす作
業は、とてもむずかしかっ
たです。お年よりは、ふつ
うのことをするのも、大変
なのだと思いました。これ
からは、お年よりにはやさ
しくし、こまっていたら助
けたいです。

　　　　　　 で わ 　　 ゆ い

４年　出羽　結衣
高齢者疑似体験では、メガネをかけて目を見
えにくくしたり、体に重りをつけて歩いてみた
り、耳を聞こえにくくしたりして、高齢者の体
のじょうたいを体験しました。そうぞうしてい
たより、大変なことがよく分かりました。こま
っている高齢者がいたら、手助けしたいです。

　　　　　　わたなべ　　 み く

４年　渡邊　望来
手話サークルの方から手話
を教えていただきました。手
話は、耳が聞こえない人が手
で会話をする方法です。じっ
さいにやってみたら、少しむ
ずかしかったです。耳が聞こ
えない人がどれだけ苦労して
いるのか、手話を体験して分
かりました。耳が聞こえない
人に会ったら、手話で話して
みたいです。

　　　　　　まつ き 　　けん た

４年　松木　建太
ぼくは、耳の聞こえない人達が、手話でどんなふうに話しているのかぎも
んに思っていました。手話をやってみると、一つ一つちがう手話があって、
とてもおぼえにくかったです。でも、山や川はその形をおぼえればよいこと
を知り、かんたんなものもあるのだと思いました。これから、耳が聞こえな
い方と話すことがあったら、できるだけ手話を使ってみようと思います。

アイマスク体験

車いす体験

高齢者疑似体験

手話体験

友沼
小学校

友沼小学校では、４年生が「総合的な学習の時間」に福祉の学習をしています。ハンディ
キャップ体験では、「アイマスク体験」「車いす体験」「高齢者疑似体験」を実施し、ハンデ
ィキャップのある方がおかれている状況や、障がいに対する理解を深めることを目標に活
動しました。チャレンジフェスティバルでは、耳が不自由な方からお話を聞いたり、手話
サークル「虹の会」「野和の会」の皆様から手話を教えていただいたり、貴重な経験をする
ことができました。
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【補助犬講座】
　　　　　　はた　　 るるか

４年　秦　瑠花
実際に補助犬と歩いてい
ると、思ったより速く歩け
ました。ちょっとこわかっ
たけど、犬を信じて歩けば
だいじょうぶ、とトレーナ
ーの方が言ってくれたので、
信じて歩いてみたら安全に
歩けました。

【ハンディキャップ体験】
　　　　　　わたなべ　　みお

４年　渡邉　澪
車いすを体験して感じたことは、一人
では大変だなということです。特に曲が
る時と、段差を越えなければならない時、
２人いないととてもやりにくいことが分
かりました。だから、町で車いすの人を
見かけたら、動かすのを手伝ってあげた
いです。

【手話体験】
　　　　　　 た なか　　ゆう な

４年　田中　佑奈
私は、手話サークルの方に教えていた
だいて、自分の家族や学校のことを手話
で伝えることができたので、とてもうれ
しかったです。耳が不自由でも、聞こえ
る人ともお話ができるのはとてもいいこ
とだと思います。私も耳の聞こえない人
と手話で話してみたいです。

【点字体験】
　　　　　　まつもと　　だい き

４年　松本　大輝
目が見えなくても読むことができるな
んてびっくりしました。僕も点字をやっ
てみて、とても難しかったけど、目の不自
由な人はいつもこうやって読んだり書い
たりできるのは便利だなとわかりました。

【施設訪問】
　　　　　　こばやし　　ゆう な

４年　小林　由奈
こもれびの舎に行って
歌や演奏のプレゼントを
した時に、おじいさんや
おばあさんの中に感激し
て泣いてくださった方が
いました。お別れする時、
あく手したら手がとても
温かくて私も泣いてしま
いました。また、喜ばせて
あげたいな、と思いまし
た。

野木
小学校

野木小学校では、４年生の総合的な学習の時間に補助犬講座、ハンディキャップ体験、
手話や点字サークルの方々との触れ合い、地域の「こもれびの舎」での高齢者の方々との交
流などを通じて、「人にやさしい」とは、どんなことなのかを考え、深める学習を行いました。
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　　　　　　わたなべ　　 ま な

４年　渡辺　愛奈
　高齢者疑似体験をして、
私は、お年寄りがいつも大変
な思いをして生活している
ことに気付きました。私の
おじいちゃんやおばあちゃ
んにもやさしく声をかけて
お手伝いをしたいです。

　　　　　　かきぬま　　あきひさ

４年　柿沼　暉恒
　ぼくは、手話体験で耳が聞
こえない方の話を聞いて、日
ごろの大変さがとてもよく分
かりました。これからぼくは、
手話の本を読んで、一人でも
多くの人と手話で会話をした
いと思いました。

　　　　　　おいぬま　　たいせい

４年　老沼　大成
　ぼくがハンディキャップ
体験で一番心に残ったのは、
車いす体験です。一人で乗
ったら不便で、思った以上
に大変でした。これから、
困った人がいたら、お手伝
いをしたいと思います。

　　　　　　かきぬま　　 ゆ め

４年　柿沼　結夢
　私は点字体験をするとき、
「かんたんだろうな。」と思
っていましたが、やってみ
ると、とてもむずかしかっ
たです。同じ点字でもなか
なかおぼえられませんでし
た。これから、もっと点字
を勉強したいです。

　　　　　　かきぬま　　 ゆ い

４年　柿沼　結衣
　アイマスク体験では、ふつ
うにいつも歩いているところ
をアイマスクをして歩いたら、
前が見えなくて、とても大変
でした。これからは、アイマス
ク体験をしたことを生かして、
お手伝いしたいと思います。

　　　　　　つぼ い 　　 れ な

６年　坪井　玲捺
　私は、テープ細工体験が
初めてだったので、とても
楽しみでした。少し難しか
ったけれど、地域の方に教
えてもらいながら友達と一
緒に作りました。上手にで
きたので、よかったです。

　　　　　　おか べ 　　ゆうすけ

２年　岡部　優佑
　ぼくは佐川野っ子まつり
で、竹とんぼの作り方を教
えてもらいました。竹にぎ
ん色の紙をまいて、火に近
づけて形をかえることが、
とてもすごいと思いました。
また、作ってみたいです。

竹とんぼ

車いす体
験

高齢者疑
似体験

手話体験

総
合
的
な

学
習
の
時
間

佐
川
野
っ
子
祭
り

テープ細
工

アイマス
ク体験

絵手紙
　　　　　　いわさき　　 ま お

３年　岩﨑　真於
　私は、絵手紙のかき方を教わ
りました。楽しかったことは、
筆で絵をかく時です。りんごな
ど色々かきました。とくに、し
いたけが上手にかけました。し
いたけの色を少しだけ本物みた
いに出せたからです。

佐川野
小学校

佐川野小学校では、４年生が「総合的な学習の時間」に福祉の学習をしています。今年
度も、社会福祉協議会の方々やボランティアの方の協力を得て、みんなにとって「住みや
すい町」とはどういう町なのかを一人一人が自分の事として考えるために、「高齢者疑似体
験」「点字体験」「手話体験」「アイマスク体験」「車椅子体験」などを行いました。

また、11月５日（土）の佐川野っ子祭りでは、「竹とんぼ」「缶ぽっくり」「絵手紙」「折り紙」
「お手玉」「テープ細工」の中から、自分でやってみたい物作り体験を選び、地域の方に教
えていただきながら楽しく活動しました。
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★４年　総合的な学習の時間★
「虹の会」「野和の会」「点友会」の皆様に手話と点字について教えていただきました。実際にお話を聞いたり、
体験したりして、耳や目の不自由な方の気持ちや自分たちにできることについて考えることができました。また、
オープンスクールでは点字や手話、アイマスク体験コーナーなどを作り、たくさんの人に福祉について伝えること
ができました。

★人権集会の講話★
人権強調週間の講話として、パピーウォーカー（盲導犬育成ボランティア）の宮佳奈子さんからお話を聞きました。
盲導犬育成のポイントを聞いたり、DVDを観たりして、目の不自由な方や盲導犬との関わり方について学びました。

アイマスクをして、白杖を使って歩く体験コーナーアイマスクをして、白杖を使って歩く体験コーナー手話のあいさつを教えていただきました手話のあいさつを教えていただきました 点字で自分の名前を打ち、名刺を作りました点字で自分の名前を打ち、名刺を作りました

最後にみんなで
お別れをしました
最後にみんなで
お別れをしました

盲導犬を引退したオルフィス君も
一緒に連れて来てくれました

盲導犬を引退したオルフィス君も
一緒に連れて来てくれました

オルフィス君は
とてもおとなしかったです

オルフィス君は
とてもおとなしかったです

　　　　　　ば ば 　　せい な

４年　馬場　星奈
目の不自由な人はいろいろ
な場所にある点字を使って生
活していることが分かりまし
た。街で目の不自由な人に会
ったら手助けをしたいです。

　　　　　　もちづき　　 こ こ

４年　望月　瑚子
高齢者体験でゴーグルと軍手を身

に着けて豆うつしをしました。とて
も見づらくて、豆をつかむのに苦労
しました。困っている高齢者の方が
いたら、声をかけたいと思いました。

　　　　　　ほそ だ 　　すず は

４年　細田　涼羽
オープンスクールで点字体験

コーナーをやりました。たくさ
んの人に体験してもらい、点字
について知ってもらえてうれし
かったです。

　　　　　　な ぐも　　ふた ば

４年　南雲　双葉
高齢者体験をして、とても

身動きがとりづらいことに気
付き、おどろきました。困っ
ている人を見かけたら、手伝
ってあげたいです。

　　　　　　 す どう　　のぶみつ

４年　須藤　信光
目が不自由な方から横断歩
道をわたるときが一番こわい
という話を聞いたことが、と
ても心に残りました。

　　　　　　 あ べ 　　たいせい

４年　安部　泰生
ユニバーサルデザインの製品は、

はさみやスプーンなどたくさんの種
類があることが分かりました。使い
やすくてみんなの役に立っているか
ら、みんなに優しいと思いました。

　　　　　　あ べ 　　よし の

４年　阿部　美乃
点字は、目の不自由な人が生

活するためにとても大切だと分
かりました。家の外に出るのは、
とても大変だと聞いたので、こ
れからは助けたいなと思います。

　　　　　　ふせ ぎ 　　あや か

４年　伏木　彩夏
野木町の中にも、体が不自

由な人のために工夫してある
場所が、いろいろあることが
分かりました。

　　　　　　こばやし 　　はる の

３年　小林　悠暖
白杖で周りを確かめながら
歩くのはとても大変でした。
教えてもらったとおりに歩く
のが難しく、特に階段を上る
ことが難しかったです。

　　　　　　しまむら　　しゅんや

４年　島村　舜也
車イスバスケットボール

を通して、足が不自由な人
でも楽しくスポーツができ
るんだなと思いました。

　　　　　　 こ もり　　 ゆ りん

５年　小森　優凛
いろいろな体験活動を通し

て、今まで知らなかったこと
を知れてよかったです。これ
から体の不自由な方を助けた
いと思いました。

　　　　　　なる せ 　　 な つみ

６年　成瀬　菜摘
車いすでバスケットボールをやるのは、

自由にいかなくて大変でした。バスケッ
トボール用の車いすは普通の車いすと違
ってタイヤが八の字になっていたので、
カーブは、やりやすかったです。

　　　　　　きくいり　　 ま ゆ

６年　菊入　真由
今回のお話を聞いて、目の不自由な方にとって、盲導犬が大切なパートナーだという
ことを強く感じました。いろいろな訓練を受けて育った盲導犬は、人の命を守ってくれ
ることがわかりました。また、盲導犬にとって人にほめられたり、なでてもらったりす
ることが幸せだということも心に残りました。

★小学生チャレンジスクールに参加して★

南赤塚
小学校

南赤塚小学校では、４年生が総合的な学習の時間に福祉についての学習を行っています。
身の回りや街の中にはどのような工夫があるのかを調べました。そして、学んだことを体
験コーナーとしてオープンスクールで発表しました。人権強調週間には、全校児童で講話
を聞き、身近な福祉について考えました。また、毎年たくさんの児童が夏休みに開催され
る「小学生チャレンジスクール」に参加しています。様々な活動を通して、たくさんのこと
を学ぶことができました。
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　　　　　　 き むら　　れん

１年　木村　蓮
ぼくもともだちに「がんばればいいんだ
よ。」といってもらってとてもうれしかった
ので、ともだちにもそういってあげたいです。
　　　　　　いのうえ　　なつ か

１年　井上　夏花
いれてほしいときに、ゆうきを出して口で
いったとき、「いいよ。」といわれてとてもう
れしかったので、わたしもいれてあげたいで
す。
　　　　　　くり の 　　あつ と

１年　栗野　敦斗
ぼくも「あそびにいれて！」と、ゆうきを
出していえたり、おともだちをあそびにいれ
てあげたりできる子になりたいです。
　　　　　　よし み 　　 ち はる

１年　吉見　千陽
わたしも、こまっている子やにが手な子が
いたら、やさしくおしえてあげたいとおもい
ました。

　　　　　　すず き 　　 さ や か

５年　鈴木　沙也加
人権集会を通して、声を出すことの大切さを学びました。「そんなこと言

ってはダメだよ。」と言うことで悪いことを止めることができることを改め
て感じました。これからは、自分も間違いに対しての声を出していきたいです。
　　　　　　なかむら　　 と わ こ

５年　中村　都和子
新橋委員として、集会の内

容を話し合い、劇を作りまし
た。改めて、優しさ、気づか
い、思いやり、勇気について
考えることができました。こ
れからは、相手のことを考え
た発言や行動をとれるよう気
を付けたいと思います。

人権標語作り、人権作品の掲示、人権作文の読み
聞かせ、人権に関する研究授業を行いました。また、
児童会企画の『なかよし集会』も行いました。全校
児童が参加して、新橋レンジャーと一緒に身近な出
来事を振り返り、「いじめのない学校」「友達を思い
やる気持ち」などについて考えました。

☆社会科『 昔のくらし 』☆
３年生は、新橋小学校近辺にお住まいの方15名に、
野木町の昔の町のようすや、昔のくらしのようすを
うかがいました。実際に体験したことを詳しく話し
ていただいたので、昔と今の野木町のようすの違い
がよくわかりました。

☆生活科『 昔のあそび 』☆
現２年生が１年生の時の活動風景です。丸林西富
士見会、卯ノ木クラブ、新橋ローズクラブからお年
寄りをお招きし、「昔のあそび」を体験しました。

昔の洗濯のようすを動画
で見せてくださいました。

昔の切符（硬券）を見せ
てくださいました。

ふし み　　 なみ と

伏見　波人
「平らな所でや
るとひっくり返せ
るよ。」と教えて
もらって、何回も
ちょうせんしたけ
ど、むずかしかった
です。名人はすご
いなと思いました。

　た ぐま　　せい た

田熊　晟大
お手玉が楽しか

ったです。おばあ
ちゃんたちは、す
ごく上手でした。
「れんぞくわざ」
や「なげてキャッ
チ」ができました。

あさ の 　　 み ゆ

浅野　美結
最初は、こわく

て竹馬にのれなか
ったけど、やさし
く教えてもらった
ら、のれました。
できた時、うれし
かったです。

　こ じま　　くる み

小島　來海
目が見えない

人の気持ちがわ
かりました。視
覚障がいの人を
見かけたら、優
しく接してあげ
るようにしたい
です。

たて の 　　 ま こと

舘野　真采
アイマスクを

して一人で歩い
たら、とても怖
かったです。目
が不自由な人の
気持ちが分かり
ました。

　や しろ　　じゅ ね

八代　樹寧
介助者ありでは、安心して体験ができました。段差や横に
物があること、見なくては分からないことなどを、介助者が
目の不自由な人に言ってあげると安心できると思いました。

☆総合『 伝統文化体験 』☆
６年生は、総合的な学習の時間に伝統文化体験を
行いました。水墨画は全員が体験しました。他にも
茶道、華道、琴の中からそれぞれ一つを選んで体験
しました。初めての体験に緊張しながらも、楽しく
日本の伝統文化の奥深さを学び、素晴らしい経験が
できました。講師の先生方は、野木町に住んでいる
方が多く、地域の方々とも貴重な交流ができました。

☆総合『 アイマスク体験 』☆
４年生は、総合的な学習の時間「バリアフリーを
考えよう」という課題でアイマスク体験をしました。

☆人権週間☆　～なかよし集会後の児童の感想～

新橋
小学校

新橋小学校では、４年生の総合的な学習の時間に福祉についての学習をしています。6
年生の総合的な学習の時間には、様々な伝統文化体験を行いました。例年、地域の福祉ボ
ランティアの協力を得て、体験学習を充実させています。また、３年社会科「昔のくらし」
１年生活科「昔のあそび」では、地域の敬老会との交流も続いています。お年寄りに話を聞
いたり、ふれ合ったりしながら、たくさんのことを学ぶことができました。
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　　　　　　 き むら　　れん

１年　木村　蓮
ぼくもともだちに「がんばればいいんだ

よ。」といってもらってとてもうれしかった
ので、ともだちにもそういってあげたいです。
　　　　　　いのうえ　　なつ か

１年　井上　夏花
いれてほしいときに、ゆうきを出して口で

いったとき、「いいよ。」といわれてとてもう
れしかったので、わたしもいれてあげたいで
す。
　　　　　　くり の 　　あつ と

１年　栗野　敦斗
ぼくも「あそびにいれて！」と、ゆうきを

出していえたり、おともだちをあそびにいれ
てあげたりできる子になりたいです。
　　　　　　よし み 　　 ち はる

１年　吉見　千陽
わたしも、こまっている子やにが手な子が

いたら、やさしくおしえてあげたいとおもい
ました。

　　　　　　すず き 　　 さ や か

５年　鈴木　沙也加
人権集会を通して、声を出すことの大切さを学びました。「そんなこと言

ってはダメだよ。」と言うことで悪いことを止めることができることを改め
て感じました。これからは、自分も間違いに対しての声を出していきたいです。
　　　　　　なかむら　　 と わ こ

５年　中村　都和子
新橋委員として、集会の内

容を話し合い、劇を作りまし
た。改めて、優しさ、気づか
い、思いやり、勇気について
考えることができました。こ
れからは、相手のことを考え
た発言や行動をとれるよう気
を付けたいと思います。

人権標語作り、人権作品の掲示、人権作文の読み
聞かせ、人権に関する研究授業を行いました。また、
児童会企画の『なかよし集会』も行いました。全校
児童が参加して、新橋レンジャーと一緒に身近な出
来事を振り返り、「いじめのない学校」「友達を思い
やる気持ち」などについて考えました。

☆社会科『 昔のくらし 』☆
３年生は、新橋小学校近辺にお住まいの方15名に、

野木町の昔の町のようすや、昔のくらしのようすを
うかがいました。実際に体験したことを詳しく話し
ていただいたので、昔と今の野木町のようすの違い
がよくわかりました。

☆生活科『 昔のあそび 』☆
現２年生が１年生の時の活動風景です。丸林西富
士見会、卯ノ木クラブ、新橋ローズクラブからお年
寄りをお招きし、「昔のあそび」を体験しました。

昔の洗濯のようすを動画
で見せてくださいました。

昔の切符（硬券）を見せ
てくださいました。

ふし み　　 なみ と

伏見　波人
「平らな所でや
るとひっくり返せ
るよ。」と教えて
もらって、何回も
ちょうせんしたけ
ど、むずかしかった
です。名人はすご
いなと思いました。

　た ぐま　　せい た

田熊　晟大
お手玉が楽しか

ったです。おばあ
ちゃんたちは、す
ごく上手でした。
「れんぞくわざ」
や「なげてキャッ
チ」ができました。

あさ の 　　 み ゆ

浅野　美結
最初は、こわく
て竹馬にのれなか
ったけど、やさし
く教えてもらった
ら、のれました。
できた時、うれし
かったです。

　こ じま　　くる み

小島　來海
目が見えない

人の気持ちがわ
かりました。視
覚障がいの人を
見かけたら、優
しく接してあげ
るようにしたい
です。

たて の 　　 ま こと

舘野　真采
アイマスクを

して一人で歩い
たら、とても怖
かったです。目
が不自由な人の
気持ちが分かり
ました。

　や しろ　　じゅ ね

八代　樹寧
介助者ありでは、安心して体験ができました。段差や横に

物があること、見なくては分からないことなどを、介助者が
目の不自由な人に言ってあげると安心できると思いました。

☆総合『 伝統文化体験 』☆
６年生は、総合的な学習の時間に伝統文化体験を
行いました。水墨画は全員が体験しました。他にも
茶道、華道、琴の中からそれぞれ一つを選んで体験
しました。初めての体験に緊張しながらも、楽しく
日本の伝統文化の奥深さを学び、素晴らしい経験が
できました。講師の先生方は、野木町に住んでいる
方が多く、地域の方々とも貴重な交流ができました。

☆総合『 アイマスク体験 』☆
４年生は、総合的な学習の時間「バリアフリーを

考えよう」という課題でアイマスク体験をしました。

☆人権週間☆　～なかよし集会後の児童の感想～

私たち福祉委員会は、緑の羽根募金や心の友運動などを呼びかけるだけでなく、アルミ缶・古紙回収に力を入れ
て取り組んできました。
アルミ缶・古紙回収は毎月２日間をかけて実施されています。どのクラスも達成率100％を目標に、クラス一丸
となり協力してくれています。そのお陰で、今年もたくさんのアルミ缶・古紙を回収することができました。回収
に協力してくださった皆さんに感謝するとともに、その収益が野木中の役に立てることを誇りに思っています。

私は３年間福祉委員として活動し、ボランティアの素晴らしさやみんなで協力する
ことの大切さを実感することができました。これからもいろいろな活動を通して、野
木中生にボランティアや協力することの大切さをたくさん
感じてほしいです。

私たち野木中学校生徒会は、重要文化財のホフマ
ン煉瓦窯の補修工事が終わったことで、今年はその
煉瓦窯の維持費を集める募金活動を、10月の潤心
祭で行いました。
今年も、昨年と同様に直接呼びかける方法で募金
活動を行いました。かなり短い時間であったものの、
多くの募金を集めることができました。ありがとう
ございました。募金をしていただいた方々から、「頑
張ってるね。」などの労いの言葉をかけていただき、
地域の温かさや人々の優しさを身に染みて感じられ
た、貴重な体験となりました。
来年度は、時間を増やすなどの工夫をして、
今年より多くの募金を集めるとともに、温かい
地域の人々と交流を深めてほしいと思います。
募金をしていただいた皆様、本当にあ
りがとうございました。

私はこの３年間、和太鼓講座で活動してきました。３
年生で演奏した「八丈」という曲は最も難しかったので
すが、仲間と心を一つにしてより良いものにできたと思
います。その「八丈」を、『虹の舎』で行われる収穫祭
で披露させていただきました。
外での演奏は、明るさや音の響きが学校の体育館とは
異なりました。また、潤心祭後、少し時間が経ってしま
ったので、最高の演奏をお届けできるか不安でした。予
想以上にお客さんがいらっしゃり緊張しましたが、逆に
そのことが自分の力を奮い立たせました。多少ミスがあ
りましたが、お客さんの拍手と笑顔に、和太鼓を続けて
きたことの喜びと達成感を味わいました。
和太鼓の活動は、自分にとって忘れられない経験とな
りました。自分一人では作り上げられないものを作れる、
仲間の大切さや、人を楽しませたり笑顔にさせたりする
ことの喜びを感じることができました。この経験をこれ
からの糧としていきます。

私たち「ものづくり講座」では、潤心祭２日目の
一般公開日に、野木町にお住まいになっている高齢
者の方々と、楽しくグラウンドゴルフをしました。
早朝から、そしていろいろな地域から、自転車をこ
いでくる高齢者の方のパワーには、とても驚きまし
た。グラウンドゴルフでは、緊張してなかなか話し
かけられなかった私たちに対して、笑顔で話しかけ
てくださり、とてもうれしくなりました。そのおか
げで、私たちも楽しく活動することができました。
グラウンドゴルフが終わった後、高齢者の方にカ
レーを出したり、楽しくお話をしたりしました。毎
年行っている活動ですが、高齢者の方と良い交流が
できたと思います。何より、自分にとってもよい経
験になりました。これからも、このような交流を大
切にしていきたいと思います。

僕は今回の活動でいろいろなことを学びました。盲導
犬協会では、目の不自由な人に対してのマナーや、盲導
犬の仕事などを学ぶことができました。アイマスクをつ
け、何も見えない状態での盲導犬との歩行体験はとても
不安でしたが、どこにもぶつからないで歩くことができ、
盲導犬の素晴らしさを改めて実感しました。次にハンデ
ィとは何なのか、車椅子でできるスポーツはどれくらい
あるのかを学びました。車椅子バスケットボール体験は
思ったよりも大変で疲れましたが、面白かったです。
これらの体験やお話を通し、ハンディは誰にでもある
こと、どんなに重い障がいがあったとしても楽しく生活
していける世の中でなくてはいけないことなどを考える
ことができました。今回の活動で障がいに対する考え方
が変わりました。これからは自分にできることを見つけ
て、実行していきたいです。

アルミ缶・古紙回収 　　　　　　 い ぐち　　 の え

３年　井口　野恵

煉瓦窯募金活動
　　　　　　つか だ 　 わたる

３年　塚田　航

虹の舎
和太鼓をする喜び
　　　　　　なかむら　　はや と

３年　中村　颯人

潤心祭・高齢者接待
　　　　　　おかむら　　ゆめ は

３年　岡村　夢羽

One dayボランティアスクール
　　　　　　さいとう　　けん た

２年　齋藤　健太

野木
中学校

野木中学校では、福祉委員を中心に、毎月古紙・アルミ缶回収を実施しています。潤心
祭では、地域のお年寄りと一緒にグラウンドゴルフを楽しみ、交流を深めたり、生徒会で
煉瓦窯維持費を募る募金活動を実施したりしました。また、潤心祭で発表した和太鼓の演
奏を虹の舎でも演奏するなど、地域に根ざした活動を行うことができました。
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　　　　　　 ち く 　　 ひ な こ

２年　知久　日菜子
８月５日のOne dayボランティ

アスクールでは貴重な体験をさせて
いただき、ありがとうございました。
アイマスクを付けての盲導犬歩行は
一歩踏み出すのも怖く、また歩くペ
ースも速いことに驚きました。視覚
障がい者の方が、駅のホームから転
落するという悲しい事故がありまし
た。もし、困っている方や危険だと
感じた時は、積極的に声をかけるよ
うにしたいと思いました。車いすバ
スケットボールも体験しました。リ
ングの高さやコート、それにボール
の大きさまで一般のバスケットと同
じため、想像以上に難しかったです。
今年はリオでパラリンピックがあり、
たくさん応援しました。障がいとい
うハンデがあるにもかかわらず自立
していて、自分でできることは何で
もしていることを知り、自分の今ま
での見方が全く変わりました。この
体験を通し、障がいを持った方との
距離が近くなった気がします。ぜひ
また車いすバスケットボールに挑戦
してみたいです。

　　　　　　 す わ 　　 ち さき

２年　諏訪　千咲
私は、今回このボランティア活動に参加し

て、たくさんのことを学ぶことができました。
東日本盲導犬協会では、知らなかったことが
たくさんありました。点字が読める人は約１
割ということや、目の不自由な人にもいろい
ろな見え方があるということが驚きました。
盲導犬は、約３割しかなることができないこ
とも知りました。盲導犬と一緒に歩いてみて
怖かったのですが、本当に賢いのだと改めて
感じました。車いすバスケットボール体験は
初めてで、すごく怖かったです。足が動かせ
ないので、ボールをとることやシュートを決
めることも難しく大変でした。しかし、仲間
と協力し試合に勝つことができました。車輪
の傾きによって素早く動けることが特にすご
いと思いました。こ
れらのことを学び、
障がいを持った方へ
の見方も変わり、自
分にも何か手助けす
ることができるので
はないかと強く思い
ました。本当にとて
も良い経験になりま
した。

　　　　　　かね こ

１年　金子　ちはる
ひまわり荘接待当日はとても緊張しましたが、お年寄りの

方が優しく話してくださったおかげで、とても楽しく会話がで
きてほっとしました。私はひまわり荘の方と一緒に、クラス展
示を見ました。おばあちゃんが、「楽しい」と言ってくださり
とてもうれしかったです。その他に、おはじきなどの遊びをし
ました。とても楽しい経験ができてよかったです。少しの時間
でしたが、いろいろ楽しんでくださったのでよかったです。

　　　　　　 わ だ 　　ゆう や

２年　和田　侑也
ひまわり荘の人たちと触れ合うことができて、とても良い経験になり

ました。係として気を付けたことが３つあります。１つ目は、歩く速さを
合わせることです。お年寄りに合わせてゆっくりと歩くように気を付けま
した。２つ目は、目の高さを合わせることです。しっかりと目を合わせて
話すことに気を付けました。３つ目は、話す声の大きさです。しっかりと
説明が伝わるように気を付けました。クラス展示の案内が終わった後に、
ひまわり荘の方たちがとても笑顔になっていてうれしかったです。今回交
流してみてとても勉強になりました。来年またこのような機会があったら、
もっといい接待ができるように頑張りたいです。

　　　　　　やまなか　　よしひろ

１年　山中　善弘
今回のひまわり荘接待で良かった点と反省点が１つずつあ

りました。まず良かった点は、作品展示の案内で作品について
しっかり案内できた点です。逆に反省点は、昔の遊びをしてい
るときに何をしたらいいかわからず恥ずかしがっていたことで
す。今思い返せば、昔大変だったことや戦時中のことなどを聞
いたりいくらでもあったのに、どうしてわからなかったのだろ
うと非常に後悔しています。次にこのような機会があったら、
たくさんお話をしたいと思いました。

僕は、６月28日にひまわり荘を訪問し、
七夕飾りをしてきました。手作りの飾りを大きな竹につけていきました。折
り紙で作った飾り物の他に、ひまわり荘にいる方々の短冊も飾りつけました。
　また、途中からひまわり荘の方々も手伝ってくださり、みんなで協力して
飾りつけをすることができました。このような地域の人々との交流は大切な
ことだと思いました。これからも、このような地域交流ができる活動に積極
的に参加していきたいと思いました。

ひまわり荘を訪問して
　　　　　　 も ろ 　　かず き

３年　茂呂　一輝

One dayボランティアスクール

ひ
ま
わ
り
荘
接
待

野木第二
中学校

野木第二中学校では、6月の「ひまわり荘訪問」で、お年寄りの皆さんと七夕の飾りつけ
を楽しむことができました。また、8月の「One dayボランティアスクール」では、宇都
宮市にある「東日本盲導犬協会」において、施設見学と盲導犬体験、さらに「サン・アビリ
ティーズ」にて車いすバスケットボールを体験してきました。10月には、「輝光祭」におい
て、ひまわり荘の方々を招待して、楽しい時間を過ごすことができました。このことは、
貴重な体験となり、今後の生活に生かしていきたいと思います。
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　　　　　　 ち く 　　 ひ な こ

２年　知久　日菜子
８月５日のOne dayボランティ

アスクールでは貴重な体験をさせて
いただき、ありがとうございました。
アイマスクを付けての盲導犬歩行は
一歩踏み出すのも怖く、また歩くペ
ースも速いことに驚きました。視覚
障がい者の方が、駅のホームから転
落するという悲しい事故がありまし
た。もし、困っている方や危険だと
感じた時は、積極的に声をかけるよ
うにしたいと思いました。車いすバ
スケットボールも体験しました。リ
ングの高さやコート、それにボール
の大きさまで一般のバスケットと同
じため、想像以上に難しかったです。
今年はリオでパラリンピックがあり、
たくさん応援しました。障がいとい
うハンデがあるにもかかわらず自立
していて、自分でできることは何で
もしていることを知り、自分の今ま
での見方が全く変わりました。この
体験を通し、障がいを持った方との
距離が近くなった気がします。ぜひ
また車いすバスケットボールに挑戦
してみたいです。

　　　　　　 す わ 　　 ち さき

２年　諏訪　千咲
私は、今回このボランティア活動に参加し

て、たくさんのことを学ぶことができました。
東日本盲導犬協会では、知らなかったことが
たくさんありました。点字が読める人は約１
割ということや、目の不自由な人にもいろい
ろな見え方があるということが驚きました。
盲導犬は、約３割しかなることができないこ
とも知りました。盲導犬と一緒に歩いてみて
怖かったのですが、本当に賢いのだと改めて
感じました。車いすバスケットボール体験は
初めてで、すごく怖かったです。足が動かせ
ないので、ボールをとることやシュートを決
めることも難しく大変でした。しかし、仲間
と協力し試合に勝つことができました。車輪
の傾きによって素早く動けることが特にすご
いと思いました。こ
れらのことを学び、
障がいを持った方へ
の見方も変わり、自
分にも何か手助けす
ることができるので
はないかと強く思い
ました。本当にとて
も良い経験になりま
した。

　　　　　　かね こ

１年　金子　ちはる
ひまわり荘接待当日はとても緊張しましたが、お年寄りの

方が優しく話してくださったおかげで、とても楽しく会話がで
きてほっとしました。私はひまわり荘の方と一緒に、クラス展
示を見ました。おばあちゃんが、「楽しい」と言ってくださり
とてもうれしかったです。その他に、おはじきなどの遊びをし
ました。とても楽しい経験ができてよかったです。少しの時間
でしたが、いろいろ楽しんでくださったのでよかったです。

　　　　　　 わ だ 　　ゆう や

２年　和田　侑也
ひまわり荘の人たちと触れ合うことができて、とても良い経験になり

ました。係として気を付けたことが３つあります。１つ目は、歩く速さを
合わせることです。お年寄りに合わせてゆっくりと歩くように気を付けま
した。２つ目は、目の高さを合わせることです。しっかりと目を合わせて
話すことに気を付けました。３つ目は、話す声の大きさです。しっかりと
説明が伝わるように気を付けました。クラス展示の案内が終わった後に、
ひまわり荘の方たちがとても笑顔になっていてうれしかったです。今回交
流してみてとても勉強になりました。来年またこのような機会があったら、
もっといい接待ができるように頑張りたいです。

　　　　　　やまなか　　よしひろ

１年　山中　善弘
今回のひまわり荘接待で良かった点と反省点が１つずつあ

りました。まず良かった点は、作品展示の案内で作品について
しっかり案内できた点です。逆に反省点は、昔の遊びをしてい
るときに何をしたらいいかわからず恥ずかしがっていたことで
す。今思い返せば、昔大変だったことや戦時中のことなどを聞
いたりいくらでもあったのに、どうしてわからなかったのだろ
うと非常に後悔しています。次にこのような機会があったら、
たくさんお話をしたいと思いました。

僕は、６月28日にひまわり荘を訪問し、
七夕飾りをしてきました。手作りの飾りを大きな竹につけていきました。折
り紙で作った飾り物の他に、ひまわり荘にいる方々の短冊も飾りつけました。
　また、途中からひまわり荘の方々も手伝ってくださり、みんなで協力して
飾りつけをすることができました。このような地域の人々との交流は大切な
ことだと思いました。これからも、このような地域交流ができる活動に積極
的に参加していきたいと思いました。

ひまわり荘を訪問して
　　　　　　 も ろ 　　かず き

３年　茂呂　一輝

One dayボランティアスクール

ひ
ま
わ
り
荘
接
待

手話は耳の聞こえない方にとって、とても大切なコ
ミュニケーション手段です。今では、手話は耳の聞こ
えない方の言葉として社会で認められています。
しかし、昔のろう学校では、手話を使う事は認めら
れていなかったそうです。ろう学校では毎日厳しく、
口の動きを読んだり、発音の練習をしていたそうです。
その話を聞いた時、私はとても驚きました。耳の聞こ
えない方にとって、手話が使えない事は、耳が聞こえ
る方が声を出せない事と同じように、とても苦しいこ
とだと思います。
ですから、小中学校の児童・生徒さんたちが、耳の
聞こえない方のお話を聞いたり、手話を習ったりする
ことは、とても良い経験になると思います。お互いの
顔を見て、手話で挨拶をしたり、自己紹介したりと、
コミュニケーションをとることは、素晴らしいことだ
と思います。
私たち手話サークルは、これからも小中学校の手話
体験をお手伝いさせていただきます。

手話サークル「野和の会」
活動日：毎週月曜日(午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：1,000円

手話サークル「虹の会」
活動日：毎週土曜日(午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：1,000円　

手話サークル「野和の会」　　　　　田中　久恵

点友会「のぎ」が発足して16年。会員数は少ないですが、視覚
障がい者のＫさんの協力のもと、小・中学校の福祉教育の勉強に
協力させていただいています。
そこで、いつも感心するのは、Ｋさんの話に、皆、真剣に耳を傾け、
そして疑問に思うことは、しっかり質問してくれることです。
点字器を使っての勉強の時にも、覚えの速さには毎回びっくり
させられます。自分で打った点字を、Ｋさんに読んでもらえた時の
満足そうな笑顔が、とても可愛く、私たちのやりがいを感じる瞬
間であります。
Ｋさんが、必ず子供たちに伝える言葉があります。
「目は体の中では、とても小さい臓器です。でも、世の中の情報
の大部分は目から入ってきます。どうか、目を大切に使ってくだ
さい。そして、困っている人を見かけたら、勇気を出して声をか
けてください。私たちには、とてもありがたいことですから……。」
と。
それは、私たち全員の願いでもあります。

点友会「のぎ」
活動日：第2・4火曜日(午前10時～正午)
場　所：ホープ館(町老人福祉センター )
年会費：500円

点友会「のぎ」　　　　　中野　啓子

「のぎく」は毎月、生まれつきや病気、事故などで目が
見えなくなった人たちに、町からの広報やお知らせを伝え
る音訳ボランティアをしています。
聞いている人に、わかりやすく正確な情報を届けること
で少しでも役に立てればという思いで、メンバー一同頑張
っています。
自分の好きなことがボランティアへとつながれば素敵な
ことだと思います。
声に出して読むことに興味がある人はぜひ夏休みに「ボ
ランティアサマースクール」「小学生チャレンジスクール」
に参加してみませんか？自分で読んだものが喜ばれるとい
うことは、やりがいがあり嬉しいものです。
将来、野木町の小中学生が、目の見えない白杖を持って
歩いている人や盲導犬と一緒に歩いている人たちに、自然
で当たり前のように声をかけられる大人になってほしいと
思います。

朗読の会「のぎく」
活動日：第1・2・3水曜日、第4金曜日
　　　　（午後1時30分～午後4時）
　　　　（第1水曜日は午前9時30分～）
場　所：ホープ館（町老人福祉センター）、
　　　　図書館　他
年会費：500円

朗読の会「のぎく」　　　　　宮　佳奈子
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夏の思い
出

2016
夏の思い

出
2016

車いすって色々なことが
できるんだね。

初めての盲導犬に
ドキドキ・・・

小学生

チャレンジスクール小学生

チャレンジスクール

ボランティア
サマースクール

ボランティア
サマースクール

郊外学習：福祉プラザ（宇都宮）
救急法講習（日本赤十字社栃木県支部）
車いすバスケットボール体験

施設体
験（虹の

舎）

みんな
で一緒

に

レクリ
ェーシ

ョン♪

合同プログラム世代間交流
竹細工講座・流しそうめんとバーベキュー
合同プログラム世代間交流

竹細工講座・流しそうめんとバーベキュー

盲導犬のお話
とってもお利口だね☆

福祉講座
朗読って奥が深い！

One dayボランティアスクールOne dayボランティアスクール
東日本盲導犬協会 佐々木さんのお話 車いすバスケットボール体験

竹細工講
座

力を合わ
せて!!

流しそうめんとバーベキュー
箸も器も手作り！

地球温暖化防止体験身近なエコってどんなこと？

福祉講座

手話・点字
・朗読

全部覚え
られるか

な？

施設体験（新橋児童館）
小学生に大人気!!

施設体験（パステル）
利用者の方に似顔絵を
描いてもらっています。ハンディ

キャップ
体験

どうやっ
たら安全

に

乗れるか
な？

全プログラム終了♪
一週間よく頑張りました！
ボランティアのみなさん、

ご協力ありがとうございました。


